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この CD な ら び に 付属 解説 書 の 取扱 い 規約 


この 教育 用 セッ ト の 全 内 容 (た だ し 原 曲 :On Suicide を 除く ) は 、 ウ ツノ ミ 
ア の 閉 作 物 で あり 全権 利 を 保有 する が 、 教育 目的 の 使用 に 限り 、 複 製 の 製造 な ら び に 譲渡 
を 許可 する 。 

原 曲 「On Suicide」 は ART BEARS ( 英 ReR レ ー ベ ル ) の 著作 物 
で あり 全権 利 を 保有 する が 、 教育 目的 の 使用 に 限り ウツ ツノ ミア に 対し て 使用 許諾 を 与え た 
も の で ある 。 


いずれ の 著作 者 も この 作品 の 公開 な ら び に 複製 の 製造 、 譲渡 に より 、 権 利 の 放棄 を 行う 
も の で は 無く 、 以 下 の 規約 に より 厳格 に 権利 の 保全 を 使用 者 に も 義務 づけ る も の で ある 。 


複製 に 関す る 規約 
1 ) 教育 目的 の 複製 は 、 こ れ を 認め る が 、 一切 の 内 容 の 改変 ・ 変 造 は 認め な い 。 
a] 上 記 の 内 容 と は 録音 内 容 、 解説 書 な ら び に この 規約 書 を 指す 。 
b] 改変 と は 故意 また は 不 注意 の 内 容 変更 、 削除 、 追加 な ら び に 音声 デー タ 領 域 の 
デー タ 不 連続 を 指す 。 
c] 変造 と は MD、DCC、MP 3 な どの 信号 圧縮 ・ 伸 張 シ ステ ム の 使用 等 を 指し 、 
これ を 禁止 する 。 
d] 文字 情報 は テキ スト ・ コ ー ド ・ レ ベル の 改変 が 無けれ ば 、 フ ォ ン ト な どの 変更 が 生 
じ て も 良い 。 ま た 、 記載 内 容 は ウッ ツノ ミ ア の w e b に 於 いて 、 適 宜 テ キス ト ・ コ ー 
ド ・ レ ベル で 更新 が 行わ れ 、 そ の 内 容 は 記載 内 容 に 追加 する こと を 許可 する 。 


2) 複製 を 行う 者 は 、 そ の 品質 管理 に 十分 留意 し な けれ ば な ら な い 。 
e] 品質 管理 と は 内 容 デ ー タ の コン ペア な ら び に ベリ ファ イ 、 優 良 な 記録 メデ ィ ア の 使 
用 を 指す 。 
f ] 複製 を 行っ た 者 は 、 複 製品 の 解説 書 表紙 の 複製 者 署名 表 に 署名 し 、 何 世代 目 の 複製 
品 で ある か が 判明 する よう に 管理 され な けれ ば な ら な い 。 
g] 著作 者 は 譲渡 者 が 所 有する 複製 品 の 品質 を 適宜 検査 する 権利 を 有 し 、 必 要 で あれ ば 
修復 する 権利 を 持つ 。 


譲渡 に 関す る 規約 
1 ) 譲渡 は 教育 目的 に 限る も の と し 、 一 切 の 営利 行為 を 禁ず る 。 


h] 複製 に 要 し た 費用 は 、 メ ディ ア お よび 紙 代 と 、 そ れ ら へ の デー タ 記 入 コ スト に 限り 
譲渡 先 か ら 徴 収 す る こと を 許可 する 。 
i ] デー タ 記 入 コス ト に 複製 者 の 労働 費用 は 含め て は な ら な い 。 同様 に 複製 者 は 譲渡 先 
か ら 郵 送料 等 の 輸送 費 を 徴収 で き な い 。 
}] 1 0 セッ ト を 越え る 複製 な ら び に 学校 等 で の 使用 に つい て は 、 権利 者 で も る ウツ ノ 
ミア へ の 使用 状況 報告 を 下記 へ 行う 必要 が ある 。 
utsunomia⑨ironbeat. com 
2) 通信 回 線 網 (コン ピュ ー タ ・ ネ ットワーク 等 ) へ の 、 こ の ディ スク の 音声 デー タ の 
登録 を 禁止 する 。 
k] 変造 され て いな い デ ー タ で あっ て も 、 こ の 著作 物 が 不 特定 多数 に 拡散 する こと は 趣 
旨 に 反する た め 、 こ れ を 禁ず る 。 
1 ] 文字 情報 に つい て も k] 項 同様 の 理由 で 、 こ れ を 禁ず る 。 
m] これ ら の 情報 は ウツ ノミ ア の e b で の 公開 を 唯一 の 供給 手段 と する が 、 リ ンク 等 
の イン フォ メー ショ ン は これ を 許可 する 。 


製品 版 (オリ ジ ナ ル ) の 識別 方 法 
使用 メデ ィ ア 

コダック 社 製造 の 金 反 射 層 フタ ロシア ニン 記録 層 、 文 字面 無地 プリ ンタ ブル で 
反射 層 そ の も の の 周辺 部 に K 0 4 5 8 9-3 の 刻印 が 肉眼 で 確認 で きる 。 
この メデ ィ ア は 他社 プリ ンタ ブル モデ ル に 見 られ る 文字 面 の 親水 性 が 無い 。 
文字 面 に は 専用 プロ ッ タ プリ ンタ 及び 手書き に よる 、 厚 肉 特殊 イン ク に よる 
描画 デザ イン が 描か れ て いる 。 

プロ モー ショ ン 用 非売品 版 お よび 関係 者 向け 特別 央 は 、 上 記 以 外 の メデ ィ ア を 用 いる 
夫 和 お る が 、 記録 方 式 は 下記 の 高 品質 書き 込み で あり 、 記録 内 容 そ の も の に 相違 点 は 

)。 


記録 方 式 は 音声 デー タ 領 域 に デー タ 不 連続 の 無い ディ スク ・ ア ッ ト ・ ワ ンス 形式 で 、 
低 ジ ッ タ 1 倍速 CL V 記 録 で 全数 検査 を 行っ て いる 。 

盤面 (文字 面 ) 印刷 は 特別 に 調合 し た イン ク を プロ ッ タ プリ ント し た 部 分 と 手書き し た 
部 分 が 混在 する 。 


オリ ジ ナ ル 版 の 製造 数 は 1 4 6 枚 の み で 、 追 加 製 造 の 予定 は 無い 。 (2 0 0 1 年 3 月 時 点 ) 


内 容 ま た は 略称 

オリ ジ ナ ル 楽 曲 

譜面 上 の 音 列 単位 の 時 間 軸 上 で の 解体 

[2] を 素材 と し て 用 いた 、 現実 空間 で の 残響 付加 ( 正 回 転 ) 
[2] を 素材 と し て 用 いた 、 現実 空間 で の 残響 付加 ( 逆 回 転 ) 
[4] を さら に 逆 回 転 再生 (一 部 復 元 ) 


間 RI (本 編 用 半 速 処理 ) . 
バイ オリ ン ・ パ ー ト (エフ ェクト 無し ) 
邊 お よび ひ ち りき パー ト ( [9] を 少し 混合 ) 

_ ボー カル お よび サ プ ・ ボ ポー カル ([9] と [1 0」 を 少し 混合 ) 
犬 素材 ( 未 編 集 、 未 整 音 ) 
蜜蜂 素材 ( 未 編集 、 未 整 音 ) 
スク ラン ブル 加工 (この CD 用 に 元 曲 か ら ク ロス ・ フ ェ ー ド ) 
[6] の 別 パ バージ ョ ン (本 編 使用 ) 


[1 4] [1 5] か ら ス クラ ンプ ブル ・ デ コー ド 

ボトル 内 スピ ー カ へ の 注水 (本 編 で は 未 使用 。 音 は [1 6] ) 
ウォ ー タ ー・ モ ジュ レー ショ ン ( 音 は [1 6] 、2 テ イク ) 
スピ ー カ 投げ ( 音 は [1 6] 、2 テ イク 、 リ ター ン 付 き ) 
穴 掘り (クワ お よび スコ ッ プ ) 


ボトル 掘り 出し 

クラ ッシュ ・ ザ ・ ボ トル 

犬 の 穴 掘り 

山中 の 背景 音 ( 整 音 済み ) 
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ウツ ノミ アノ スタ ジオ ・ ニ ル バ ナ 2 0 0 0 年 制作 作品 
「TOKUSA NO KANDAKARAI 
91RAGPKIUBzO 1638" OrTzd さ C 
エデュ ケー ショ ナル ・ キ ッ ト 


この 作品 は 1 9 9 8 年 に 、 英国 リ り コ メン デッド ・ レ コー 
ド の クリ ス ・ カ トラ ー 氏 か ら の オー ダー に よっ て 、 ウ ツノ 
ミア が 制作 し た も の で ある 。 ク リス ・ カ トラ ー 氏 の オー ダ 
ー と は 、 氏 の バン ド で ある 「 ア ー ト ・ ベ アー ズ 」 結成 2 0 
周年 記念 の リミックス ・ ア ル バ ム へ の 参加 で ある が 、 当初 
ウツ ノミ ア は リミックス は 未経験 で ちる こと か ら 保 禄 状 態 
に あっ た が 、 氏 か ら の 新 パ ー ト の 追加 、 時 間 制 限 等 の 制約 
の 無い 、 い わ ば 「 何 で も アリ 」 と の 注文 に 承諾 する 。 

実 制作 期間 は 2 0 0 0 年 1 月 か ら 3 月 で も る が 、 こ れ は 
ウツ ノミ ア の スケ ジュ ー ル の 問題 と 、 ウ ツノ ミア の 新しい 
制作 の 場 で も る 「 ス タ ジ オ ・ ニ ル バ ナ 」 の 第 2 期 整備 計画 
の 実施 で スタ ジオ が 使用 不能 で ちあ っ た た めで ある 。 


当初 、 こ の 作品 は ウッ ノミ ア の 前 作 「〕J ON&UTSU 
NOMIA (  ) 」 で 用 いた 、PSYーO-BINOR 
AL 方 式 を 中 心 に 用 いる 予定 で あっ た が 、 中 途 よ り い わ ゅ 
る 「 電 子音 楽 」 スタ イル 、 し か も 手 切 り 技 術 を 多用 し た 、 
ハイ プリ ド ・ マ ル チ ・ ト ラッ ク ・ レ コー ディ ング で 制作 す 
る こと に 方 針 変更 し た 。 こ れ は スタ ジオ ・ ニ ル バ ナ の リ ニ 
ュー アル を 配慮 の 上 で の 決定 で ある 。 


これ ら の 技術 や 方 法論 は 現在 に 於 いて 非 主流 で あり マス 
ター し て いる 人 材 も 減少 し (つつ ある が 、 こ れ に よっ て も た 
ら さ れる 結果 は 決し て 時 代 遅 れ で は な く 、 む し ろ 進 歩 的 で 
新しい 可能 性 を 示す も の で ある て 確信 し て いる 。 


通常 の 作品 で は 、 こ の キッ ト に 含ま れる よう な 資料 や 素 
材 が 公表 され る こと は 無い が 、 後 進 の 育成 や 学習 の 手引 き 
と し て の 作品 が 少な い 現在 に 於 いて 、 そ の 目的 に 使用 され 
る こと を 前 提 と し て 公表 する も の で ある 。 
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各 ト ラッ ク の 解説 


[1] 原 曲 。 ア ー ト ベア ー ズ (1978 一 英国 ) の 
アル バム Hopes and Fears の 第 1 曲目 に 登 
場 す る 曲名 ′” On Suicide” 。 ハ ンス ・ ア イス ラ 
ー の 詩 に 曲 を あて た も の と され る 。 無駄 の 無い つく り と 、 
高い 演奏 上 の 集中 が 結実 され た 完成 度 の 高い 作品 で ある 。 


[2] すべ て の 作業 の 前 に お お よそ の 作業 方 針 を 決定 す 
る が 、 同 時 に 原 曲 の スコ ア を 作成 し て いる 。 付属 の スコ ア 
は 、 そ れ を 作業 用 に 簡略 化し た も の で ある が 、 ス コア を 作 
成す る こと で 原 曲 が 録音 され た と き の メ ン バ ー の 工夫 や 問 
題 点 も 明らか に な る 。 リ ミッ クス と いう 作業 は 私 に と っ て 
初め て の 経験 で ちる こと は 前 述 し た が 、 ち また に 溢れ る 原 
曲 の フレ ー ズ を その まま 用 いた 、 単 に パー ト と 繰り 返し が 
増え た だ け の よう な も の に は し た く な か っ た 。 

そこ で 原 曲 の 持つ 音楽 と し て の 本 質 的 部 分 は を その まま に 
残す が 、 音楽 の 表層 的 部 分 は 徹底 的 に 改造 を 施し 、 さ ら に 
自分 自身 の 意志 の 参加 を 試み た か っ た 。 そ の た め メ ロディ 
ー を 構成 する 単位 毎 に 解体 し 、 並び 変え や 分 析 、 あ る い は 
構成 要素 の 差し 替え な ど に 備え た 。 具体 的 に は 磁気 テー プ 
の 間 に ( 音 の 間 に ) リー ダー テー プ と いう 磁性 体 が 塗っ て 
無い テー プ を 専用 の 粘着 テー プ を 使っ て 張り 付け て いく 作 
業 で ある 。 


N 
に ド マラー ラー ング 
グ + ム 人 ハ 、 
2 人 人 晴 し Leadertape 
この 段階 で は 完全 に 可逆 な 加工 で あり 、 最終 的 に 切り 離 


し 不要 で あっ た 場合 に は 完全 な 復元 が 可能 で ある 。 し か し 
実際 に は 様々 な 加工 を 経て 、 そ の まま 、 あ る い は 復元 され 


る た め 物 理 的 に は これ 以降 の 作業 は 不可 逆 で ある 。 

また 、 後 の 復元 作業 の た め の 参 考 と する た め 、 そ れ ぞ れ 
の テー プ 断 片 毎 に 長 さ を 定 規 で 計り 譜面 に 記入 し て ある 。 
ちな み に 譜 面 の メロ ディ ー 直 上 の 数 値 が 部 品番 号 、 そ の 上 
が テー プ ・ レ ング ス (テー プ 長 、 単位 mm、 テ ー プ 速度 3 
8 cm/ ノ 毎秒 ) で ある 。 こ の 数 値 を 眺め て みる と 同じ 長 さ 
の 音符 で あっ て も ずい ぶん 長 さ が 異な る こと が わか る 。 こ 
れ は 歌詞 の 割り 当て に より 、 子音 が 前 後に は み 出し て いる 
た めで あり 、 と くに 英語 の 発音 に 於 いて ” S? 音 部 分 に 音 
程 (母音 ) が 重なっ て いな いこ と が よく わか る 。 

この 切り 離し 作業 で デジ タル の 波形 編集 を 採用 せ ず テー 
プ の 手 切 り で 行っ た の は 、 切 断 場所 で の クリ ッ ク ・ ノ イズ 
の 発生 を 防ぐ 事 と 前 述 の テー プ 長 を 計測 する た めで ある 。 
この 作業 だ け で 9 1 部品 ある の で 1 8 2 個所 の 接合 と な る 。 

(実際 に は 復元 を 容易 に する た め 、 曲 前 と 曲 中 に SMPT 
E タ イム コー ド 信 号 を 張り 付け て ある の で 、 接 合 は さら に 
1 0 個所 多い 。) < 巻末 作業 用 スコ ア 参 照 〉 


[3] [2] で 作成 し た 音 を も と に 、 現実 空間 を 利用 し 
て 残響 を 付加 し た も の で ある 。 具体 的 作業 は 、 [2] で 作 
成 し た 音 を スピ ー カ で スタ ジオ の 周辺 の 谷 や 山 に 向け て 放 
射 し 、 そ の 現実 空間 で 響い た 音 を ポー タブ ル の 録音 セッ ト 
で 録音 し た も の で ある 。 

敵 ま 人 で 83] 


この CD に は [3] [4] の 2 テイ ク し か 無い が 、 実際 に 
は 2 2 の テイ ク が ある 。 そ れ ら は 、 マ イク ロフ ォ ン を 固定 
し た も の 、 ス ピー カ と マイ ク の 位置 関係 が 異な る も の 、 移 
動 し な が ら 録 音 し た も の 、 [4] の よう に 逆 回 転 で 移動 し 
な が ら 録 音 し た も の 、 移 動 速度 の 異な る も の な ど が ある 。 
事前 の テス ト を 含め 、 の べ 4 日 間 要 し て いる 。 ス ピー カ か 
ら の 音 圧 は ピー ク で 108dBsp1 ノ m 程 度 で ある 。 そ 
の 音 圧 で も 残響 成分 の SN 比 は [6] 程度 で ある 。 

最終 的 に は 、 こ の 現実 空間 で の 残響 以外 に デジ タル リバ 
ー プ レー タ を 用 いた 部 分 ちち る が 、 (後半 の イン トロ 部 分 
の 逆 回 転 ダ ミー 
ある い は 人 工 的 に 劣化 し た 音 、 広 さ 感 を 演出 する た め の 音 
な ど は 、 (エン トロ ピー 増大 系 と 呼ん で いる 。) この よう 
に し て 作ら れ て いる 。 


[4] 前述 し た よう に し て 作成 され た 残響 付き の 逆 回 転 
音 で ある 。 


[5] [4] で 採取 し た 音 を 、 さ ら に 逆 回 転 で 再生 し た 
も の で ある 。 逆 回 転 の 逆 回 転 で も る か ら 、 も と の 音 と し て 
は 正 回 転 で も る 。 し か し 通常 の 残響 は 直接 音 の 後に 残 納 が 
付加 され る が 、 こ の よう に 逆 回 転 状態 で 残響 付加 し 、 正 回 
転 再 生 す る と 直接 音 の 前 に 残響 ( 音 の に じみ ) が 育つ と い 
う 、 何 と も 言い よう の な い 音 を 作成 で きる 。 テ ー プ 操作 を 
学び は じ め る と 誰 も が この よう な か な 逆 回 転 タ イプ の 音 に 興味 
を 示す 。 私 な ど 未 だ に 常用 の 手法 で ある 。 7 0 年 代 に は 多 
く の 録 音 物 で 多用 され た 技術 で ちる が 、 脳 が 何故 この よう 
な 音 に 特異 な 反応 を 示す の か 考え て みる の も お も し ろ い と 
思う 。 

実際 に この 技法 を 効果 的 に 使用 する に は 、 あ る 程度 の 熟 
練 が 必要 で ある こと を 忘れ な いよ うに 。 

この トラ ッ ク で は 、1 部 を 復元 し て ある 。 


[6] [4] と 同様 の 素材 か ら 全体 を 復元 し た も の で あ 
る が 、 直 接 音 部 分 は 捨て 、 残響 部 分 だ け を [2] で 計っ た 
テー プ 長 の デー タ を も と に 復元 し た も の で ある 。 も は や 完 


・ リ バー プ ) パー ツ と し て 使用 し た 残響 音 、 


全 に 不可 逆 な 加 工 で ある 。 そ れ で も 原 曲 の イメ ー ジ や パワ 
ー が 持続 し て いる と 認識 で きる 我々 の 脳 と は 一 体 何 な の だ 
ろう か 。 (後半 部 分 は 、 別 の 作業 で 破壊 し て し まっ た の で 、 
前 半 部 分 し か 収録 出来 な か っ た 。) 


[7] C 化 ( C” ライ ズ ) 処理 。 すべ て の メロ ディ ー 
音 を 、 譜面 上 の 音符 を も と に 、 個 別に ピッ チ ・ シ フト し す 
べ て の メロ ディ ー を ” C” ( ド ) 音 に 変換 し た も の 。. 
素材 は [2] を も と に デジ タル ・ ピ ッ チ ・ シ フタ ー を 用 
いて いる 。 テ ー プ 速度 変化 で も C 化 で きる が 、 そ の 場合 ピ 
ッ チ を 下げ る と テー プ 速 度 が 遅く な り 、 上げる と 早く な る 
人 

を [2] で 計っ た テー プ 長 デー タ を も と に 復元 する と 歌詞 
情報 が 欠落 し て し まう た め ( 世 妙 に 歌詞 情報 欠落 を 回 避 す 
る 方 法 も ある が 、 ) 今回 は 使用 し な い 。 

この よう な デジ タル 信号 処理 技術 に は 、 時 間 は その まま 
に ピッ チ の み を 変更 する ピッ チ ・ シ フト 、 ピ ッ チ は その ま 
ま に 時 間 だ け 調 整 す る タイ ム ・ ス トレ ッ チ な どか 実用 化 さ 
れ て いる 。 今回 行っ た C 化 処理 、 ピ ッ チ ・ シ フト 、 タ イム 
・ ス トレ ッ チ (コン プレ ッ シ ョ ン ) な どい ずれ も 本 質 的 に 
は 同様 の メカ ニズム で 実現 され る が 、C 化 は 入力 され る を 音 
の 音程 に 応じ て パラ メー タ を 逐次 変更 する 必要 が ある た め 
自動 化 は 困難 で ある 。 厳密 に は 元 の 音程 を 何 に よっ て 決定 
する か で 処 理 結 果 が 変わ っ て くる の で ある 。 

今回 は 作業 を 楽に する た め ROL AND ノ BOSS 社 の 
RPS-1 0 型 と いう 機種 を 用 いて 処理 を 半自動 化し て い 
る 。 こ の 機種 は 通常 の 音声 入出 力 以 外 に アナ ログ の 制御 入 
力 端子 を 装備 し て お り 、 こ の 入力 に 加え られ る 周波 数 に よ 
っ て ピッ チ ・ シ フト 量 が 自由 に 設定 出来 る の で ある 。 例 え 
ば C 4 音 を 入力 する と 無 変化 、D 4 音 を 入力 する と + 2 半 
音 、G 3 音 で は 5 半音 と いう 具合 で ちる 。 また シフ ト 範 
囲 は +1. 5 ニー 4 オク ター プ 以 上 に お よび 、 無 段階 で あ 
る 。 こ の よう な 仕様 で ちる た め 、 原 曲 の メロ ディ ー に 対す 
る アン チ ・ メ ロディ ー を 計算 し 作成 すれ ば C 化 が 容易 に 実 
現す る 。 付属 の 譜面 の メロ ディ ー の 下 の 段 が アン チ ・ メ ロ 
ディ ー で ある 。 < 巻末 作業 用 スコ ア 参 昭 〉 
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実際 の 処理 は 、 前 半 と 後半 で は 異な る 処理 を 行っ て いる 。 
前 半 は [2] を 半分 の テー プ 速 度 で 再生 し な が ら ピ ッ チ シ 
フト 処理 を 行い 、 別 の レコ ー ダ ー で 録音 し 、 そ の テー プ の 
空白 を 取り 除き 復元 し 通常 速度 で 再生 し た も の 。 後半 は M 
TR (マル チ ・ ト ラッ ク ・ レ コー ダ ) の 2 つの トラ ッ ク に 
原 曲 を 録音 し 、 別 の 空き トラ ッ ク に アン チ ・ メ ロディ ー を 
入力 し 、 原 曲 を 半分 の テー プ 速 度 で 再生 し な が ら ピ ッ チ シ 
フト 処理 を 行い 、 別 の トラ ッ ク へ 録音 する 方 法 を 用 いて い 
る 。 

テー プ 速 度 を 半分 に し 、2 倍 の 時 間 を か け て ピッ チ シ フ 
ト 処理 を 行っ た 理由 は RPS 一 1 0 が 古い 機種 な の で サン 
プリ ング 周波 数 3 2KHz、12bi{t 和 理 で 、 帯域 1 5 
KH z 程度 で ある た め 、S の 発音 な ど で 折 り 返 し ノイ ズ 、 
ある い は 歪み が 生じ る うえ に 高 域 が 通過 で き な い た め ハ ー 
フ ・ ス ピー ド 処 理 を 行っ た 。 こ の 結果 、 見 掛け 上 、 帯域 は 
3 0 KHz に 拡張 され た こと に な る 。 こ の 違い が 分 か る よ 
うに トラ ッ ク [7] は ノー マル ・ ス ピー ド 、 帯域 1 5 KH 
z 、 折り返し ノイ ズ 付き で 、 [8] は 全編 ハー フ ・ ス ピー 
ド 処 理 で 作成 され て いる 。 
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この ハー フス ピー ド 処 理 は 、 あ ら ゆ る 場面 で 効果 が 期待 

で きる 優れ た 技法 で ちる の で 、 と くに アナ ログ レコ ー ダ ー 

の ユー ザー は マス ター すべ き で ある 。 フ ル ・ デ ジタル の シ 

ステ ム で は 活躍 の 場面 は 少な い 。 例 えば サン プラ ー や 音源 

モジ ュー ル か ら レ コー ダー に 録音 する 場合 45 半音 分 テ 


ー プ スピ ー ド を 遅く し て 録音 し 、 通常 速度 で 再生 する ( 無 
論 シ ー ケ ン サ 上 で 転調 し て お く ) と か 、 サ ンプ ラー の 場合 
は 、 最初 か ら ハ ー フ ・ ス ピー ド で 取り 込み し て お く など で 
ある 。 


[8] [7] で 説明 し た と お り 、 前 半 は [2] を ハー フ 
・ ス ピー ド で ピッ チ シ フ ト 処 理 し 復元 し た も の 、 後半 は M 
TR 上 で 半自動 処理 し た も の で ある 。 前 半 と 後半 で 処理 方 
法 が 異な る の は 、 処 理 結果 の 質 的 な 違い の 為 で ある 。 質 的 
に 個別 処理 (前 半 ) が 良好 で ある が 、 や た ら と 手間 が か か 
り 、 し か も 連続 性 に 乏しい か ら で あ る 。 こ の 判断 は 演出 上 
の 問題 で ある が 、 前 半 は 処理 の 完全 性 と 異様 さ を 、 後半 は 
追加 パー ト と の 整合 性 を 重視 し た た めこ の よう な 結果 と な 
っ た 。 

我々 日 本 人 か ら 見 る と 羨まし い 限り な の だ が 、 こ の 原 曲 
は 純正 律 で 演奏 され て いる 。 従っ て C 化 は 調 性 か ら 音律 を 
考慮 し 、 適応 する 音階 を アン チ ・ メ ロディ ー に 用 いて C 化 
する 必要 が ある が 、 サ ンプ ル 作 成 の 段階 で 何 通 りか 試し た 
結果 、 平均 律 を 採用 し た 。 ア ンチ ・ メ ロディ ー の 作成 に は 
YAMAHA DX 一 7FDII を 用 いて いる が 、 こ の 機種 
は 各種 の 音律 の 呼び 出し 、 お よび 各 音 名 毎 に チュ ー ニ ング 
が 可能 な た め 、 容 易 に 音律 を 変更 出来 る 。 

アン チ ・ メ ロディ ー に 平均 律 を 用 いた も の が 「 お も し ろ 
い 」 と 思え た の で ある が 、 こ れ は C 化 の 結果 が 同じ C 音 で 
あっ て も 、 も と の 音程 に に っ て セン ト ・ エ ラー (微妙 な 音 
程 の 上 下 ) が 生じ る た めで ある 。 そ こま で は 良かっ た の で 
ある が 、 我々 の 演奏 理論 は その よう な セン ト ・ エ ラー に 対 
応 す る よう に は 出来 て お ら ず 、 そ の た め バ イオ リン ・ パ ー 
ト や 歌 パ ー ト で と て つも な く 演 奏し づら いも の に な っ て し 
まっ た 。 バ イオ リン を 始め て 9 ヶ月 目 の ヤ マダ ・ キ ヨミ に 
は 地獄 の 苦し み で あっ た に ちがい な い 。 (演奏 理論 は 対応 
し て いな い に も か か わら ず 、 感 覚 的 に 対応 可能 で ある こと 
が 、 大 変 興 味 深い 。) 

前 半 の 一 部 で 逆 回 転 に な っ て いる の は 演出 で ちあ る 。 ま た 、 
冒頭 第 一 音 (部 品番 号 1) は ダミ ー の 逆 回 転 リ バー プ で あ 
る 。 こ の 音 の み 部 品番 号 2 を 単 強 で デジ タル ・ リ バー ズブ 処 


理 し 作成 し た 残響 音 部 分 を スプ ライ シン グ で 貼り 付け た も 
の で ある 。 こ の 部 分 まで 聴け ば その 後 は 逆 回 転 リ バー プ だ 
ら け と 聴き 手 に 予想 させ 、 そ の 予想 を 裏切る た め の 部 品 で 
ある 。 


[9] [8] の 解説 で も 触れ た が 、 こ の バイ オリ ン ・ パ 
ー ト は 単に 演奏 者 が 初心 者 で あっ た た めで は な く 、 実際 に 
困難 な パー ト で あっ た た め 、 ピ ッ チ が よれ よれ な の で ある 。 
結果 的 に は この よれ よれ 感 が 、 良 い 味 を 出し て いる と 思う 
が 。 よ れ よ れ で あっ て も C 化 し た オリ ジ ナ ル 曲 の どこ か の 
パー ト に 協和 し て いる こと を 聴き 逃さ な いで いた だ きた い 。 


録音 その も の は 通常 の マル チ ・ ト ラッ ク ・ レ コー ディ ン 
グ そ の まま で ある 。 つ まり 録音 済み の トラ ッ ク を 録音 ヘッ 
ド で 再生 し 、 空 き ト ラッ ク に 演奏 を 録音 し て いく こと の 繰 
り 返 し で ある 。 バイ オリ ン は 6 パー ト あ り 、 楽器 は 2 種 持 
ち 変え て いる 。 こ の トラ ッ ク [9] で は 加工 無し で ある が 、 
完成 版 [2 8] で は 、 浅い フェ ー ザ ー 処 理 さ れ て いる 。 


[1 0] 牌 、 ひ ちり き の パ ー ト で ある 。 牌 、 ひ ちり き は 
雅楽 に 用 いら れる 古典 楽器 で 、 ピ ッ チ が 適合 し な い 。 本編 
の 基 塗 ピッ チ (?) は A=445Hz で ある た め 、 邊 パー 
ト の 録音 時 に は MTR の テー プ 速 度 を や や 遅く し て 対応 し 
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て いる 。 ひ ちり き は 等 速度 で 録音 し て いる が 、 や は り 演 奏 
が 困難 な よう で 、 い た る と ころ で 音 が か すれ て いる 。 し か 
し これ ら の 楽器 の 特性 は 美しい 音色 より も 、 精 神 性 や 気合 
が 重要 で ある と 私 は 考え て いる た め 、 あ えて この テイ ク を 
採用 し た 。 最 後 は も は や 音 が 出 て いな い 。 

この 時 点 で MTR の 1 6 の トラ ッ ク を 使い 果して し まっ 
て いた た め 、 ひ ちり まき 以降 は サ プ レ コ ー ダ ー (8 トラ ッ ク ) 
に 収録 し て いる 。 (スタ ジオ ・ ニ ル バ ナ で は 全て の MTR 
は タイ ムコ ー ド で シン クロ 運転 で きる よう に 設計 され て い 
る 。 この た め 事 実 上 トラ ツ ク 数 の 制限 は 無い 。 ) 


[11] 録音 順 で は バイ オリ ン の 次 に 歌 を 録音 し て いる 
が 、 バイ オリ ン パ ー ト 同様 、 音程 が 取り 難く 、 結局 は 練習 
用 の テー プ を つく り 、 練 習 量 で 何と か 克服 する こと が で き 
た 。 し か し C 化 し た だ け の [8] で 練習 し た た め 、 発 声 ま 
で 似 て し まい 、 所 々 で 一 瞬 「 こ れ は ダグ マー か ?」 と 錯覚 
する よう な 出来 に な っ て し まっ た 。 

サブ プ ・ ボ ー カ ル は スタ ジオ ・ ニ ル バ ナ が 所 在 する 、 高貴 
寺 の 住職 で ある 前 田 弘隆 氏 と ウツ ノミ ア の デュ エッ ト で あ 
る 。「 お 経 を 唱え る よう に 」 と いう 指示 で 依頼 し た が 、 先 
ず 問 題 な の は 指定 ピッ チ が 低 すぎ て 発声 出来 な いこ と で あ 
っ た 。 こ の 問題 は 私 も 同様 で 、 テ ー プ 速度 を 4 度 上 げ て 安 
易 に 対処 し た が 、 早 すぎ て 歌い づら か っ た 。 
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[1 2] この トラ ッ ク 以 降 は 前 半 の スト ー リ ・ パ ー ト に 
つい て で ある 。 こ の 素材 は スタ ジオ ・ ニ ル バ ナ に 住ん で い 
る 2 臣 の 母 娘 犬 の うち 娘 の 方 で 、 我々 が スタ ジオ に 到着 す 
る と 、 い つも あれ や これ や と その 日 の 報告 を し て くれ る の 
で ある が 、 こ れ も と ある 日 の 報告 で も る 。 MD 購入 記念 に 
録音 。 完成 版 で は 編集 、 整 音 し て 使用 。 


[1 3] この 素材 音 の み ス タ ジ オ ・ ニ ル バ ナ 以外 の 録音 。 
この 蜜蜂 は 「J ON&UTSUNOM I Al の 録音 で 使用 
し た 和歌 山中 辺 路 の 稲垣 邸 で 飼育 され て いる 日 本 蜜蜂 の 巣 
音 で ある 。 録音 も J ON の た め の も の で 、 実際 に 使用 され 
る 予定 だ っ た も の で ある 。 巣 穴 の 中 で 録音 。 


[1 4] スク ラン ブル と は 、 音 声 通 信用 の 暗号 化 シス テ 
ム の こと で 、 様 々 な 方 式 が 実用 化 さ れ て いる 。 今回 使用 し 
た の は 、 携 帯電 話 や コー ドレ ス ・ ホ ン の た め の 暗 号 化 チッ 
プ で 、 三 洋 電 機 製 の L C 8 9 3 1 を 使用 し て いる 。 現在 多 
用 され て いる スク ラン プ ブル の 多く は 解読 の た め の パ スコ ー 
ド と セッ ト で 使用 され る が 、 こ の テイ ク で は L チ ャ ン ネ ル 
と R チ ャ ン ネ ル で 異な る パス コー ド を 設定 し て いる 。 

理解 を 促進 する た め に 、 こ の トラ ッ ク で は 最初 の 部 分 で 
非 加工 の 原 曲 か ら ス クラ ンプ ブル 済み へ と クロ ス ・ フ ェ ー ド 
し て いる 。 

スク ラン ブル を 使用 し た 理由 は 後述 する 。 


[15] 解体 素材 [2] に 残響 付加 し 、 そ の 残響 部 分 だ 
け を テー プ 上 で 接合 復元 し た も の で ある が 、[6] と は 異 
な る 編集 で ある 。 


[16] [14] で 作成 し た 暗号 化 音 を 同じ チッ プ で 解 
読 し た も の で ある が 、 単純 な 解読 で は な く 様々 な 外乱 要因 
を 混合 し て 、 故意 に ミス ・ デ コー ド を チッ プ に 起こ させ た 
音 。 単純 に 暗号 化 音 と パス コー ド で デコ ー ド (解読 ) する 
と 、 ほ ぼ ば 元 どおり の 音 に 復元 出来 る が 、 パ スコ ー ド を 変更 
し た だ け で 解読 で きず に [1 4] と 同じ くら い 意味 不明 の 
音 が 出力 され る 。 こ の 部 分 に 必要 な サウ ンド は 後述 する コ 


ン セ プ ト に 示さ れる よう に 、 あ る 程度 、 か ろう じ て 、 原 曲 
の 片鱗 が 感じ られ な けれ ば な ら な い 。 そ こ で 、 パ スコ ー ド 
は L し チャ ン ネ ル に 合わ せ 、 解 読 入 力 に は R チ ャ ン ネ ル ( 異 
な る パス コー ド の ) と [1 5] で 作成 し た 音 と 原 曲 を ミッ 
クス し て 加え て ある 。 

この よう に 本 来 あ る べき 入力 信号 以外 の 暗号 コー ド を 持 
っ た 信号 や 、 非 暗 号 化 信 号 は 解読 チップ に と っ て は 混乱 要 
因 で あり 、 そ の 結果 と きど き 解 読 に 成功 し な が ら 、 そ れ で 
いて 元 の 信号 に は 戻ら な いと いっ た 暗号 化 チ ッ プ の ロマ ン 
を 描き 出し て いる 。 

その チッ プ の 混乱 具合 は 入力 に 含ま れる 暗号 化 音 と 外乱 
信号 の 比率 で 決ま る こと か ら 、 ほ ど よ い 壊 れ 具合 の 音 に な 
る よう に 、 ミ キシ ング し な が ら 作 業 を 行っ て ある 。 も ちろ 
ん その 作業 の 際 に 、 ど こ が 水 中 音 で 、 ど こ で 投げ る の か 考 
慮 する こと を 忘れ て は いけ な い 。 


[1 7] グラ ス ボ ト ル の 中 に 小型 の ス ピー カ を 入れ て 注 
水 し 、、 そ こ か ら 出 る 音 を 録音 する の で ある が 、 こ の テイ ク 
は 注水 風景 を 録音 し た も の で ある 。 ス トー リ 上 は 注水 場面 
な ど 無 く 、 土 中 か ら 掘 り 出 され た ボトル に は 最初 か ら 音 の 
出る 謎 の 液体 が 入っ て いる 、 と いう 設定 な の で 、 こ の テイ 
ク は この エデュ ケー ショ ン ・ キ ッ ト 専 用 録音 され た も の で 
ある 。 ス トー リ 上 の ボトル は 少し 大 き 目 の ワイ ン ボ トル で 
ある が 、 実際 に は 日 本 酒 の 一 乾 ビ ン を 、 こ の 部 分 は イン ス 
タン ト ・ コ ー ヒ の 空き 瓶 を 使用 し て いる 。 ま た 同一 の ボ ト 
ル に 聴こえ る よう に 選択 し て いる 。 


[1 8] グラ ス ボ ト ル の 中 の 、 音 の 出る 謎 の 液体 で ある 
の で 、 流 動 感 が 音 で 表現 で きる よう に 演奏 と し て 作業 し て 
いる 。 1 2 テイ ク の 中 か ら 2 テイ ク を 選び 、 こ の トラ ッ ク 
に 収録 し た 。 ウォー ター・ モ ジュ レー ショ ン と 呼ん で いる 。 


HIT な HI 


[1 9] 


スト ー リ で は 、 
(壊し ) 、 そ れ を 放り 投げ る 。 実際 に も その と お り に 、 ス 
ピー カ を 投げ て いる 。 8 テイ ク の 中 か ら 2 テイ ク を 収録 し 
た 。 ド プラ ー 効 果 の 美しい 、 タ イミ ング の 合っ た も の を 作 
る の は 演奏 と し て 大 変 で あっ た 。 
投げ た スピ ー カ の 回 収 は し 、 ケ ー ブ ル を その まま ひっ ぱり 
巻き 上 げ て いる が 、 そ の 部 分 まで 含ん で いる 。 


[1 8] の 後に ボトル が 壊れ 


| 


[2 0] 
交代 し な が ら 録 音 。 犬 の 視点 ( 聴 点 ) で 収 音 。 堀 り 手 に よ 
っ て 結果 と し て の 音 も 、 掘 れ 具 合 も 異な っ て いる 。 


穴 を 掘る 音 。 ク ワ と スコ ッ プ を 用 いて 、 3 名 で 


[21] 歩行 音 。 [20] と 同様 に 犬 の 視点 で 収 音 。 
[2 2] スコ ッ プ が ボトル に 達し た こと を 象徴 し た 音 。 


や や わざ と らし い 。 


[2 3] 
し て 収 音 。 


ボトル を 土 中 か ら 引 き 出 す 音 。 土 の 質感 を 重視 


[2 4] グラ ス ボ ト ル を 壊す 音 。 い か に も ・・・ で ある 。 
[2 5] 犬 が 地面 を 掘る 音 で ある が 、 私 が 犬 の 観察 を も 


と に 掘っ た も の で ある 。 
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[26] 山中 の 背 景 音 。 こ の 曲 と は 無関係 に ヤマ ダ ・ キ 
ヨミ が 録音 し た 素材 。 こ の 音 は 整 音 済 み 。 ス タ ジ オ ・ ニ ル 
バナ 周辺 で 収 音 。 ストーリ ・ パ ー ト に 於 いて 、 こ の 素材 の 
み 切 断 個所 の 無い 連続 し た 音 空間 情報 を 持つ 。 [2 7] は 
不 連続 で 不条理 な 音 空間 情報 で ある が 、 両 者 を 組み 合わ せ 
る こと で 、 こ の 不都合 は マス キン グ さ れる 。 し か し 単なる 
混合 で は 無く 、 [2 7] と [26] が タイ ミン グ 上 の 関係 
性 を 持つ こと に 注意 頂き た い 。 < 巻末 解析 デー タ 参 照 〉 


[2 7] スト ー リ に 従い 、[1 2] 一 [21] 一 [12] 
ー [20] 一 [22] 一 [2 3] 一 [1 8] - [1 9] の 
素材 音 を 順に 並べ スプ ライ シン グ 接 合 し た も の 。 

[2 4] や [2 6] は MTR 上 で 重ね た ね の で 


[28] 完成 し た 作品 。 こ こま で の 素材 、 ト ラッ ク を マ 
ル チ ト ラッ ク ・ レ コー ダ 上 に 展開 し 、 そ れ を 適切 に 混合 処 
理 し た も の 。 


ここ まで 上 内 体 的 制作 作業 行程 に つい て 述べ た が 、 以降 で 
この 作品 の コン セプト や アイ ディ ア 、 そ の 他 の 関連 事項 に 
つい て 秋 れ て お きた い 。 


来 リミックス 


この 作品 は リミックス と いう 、 既 に 何者 か が 制作 し た 作 
品 に 手 を 加え 、 新た な 作品 と し て 鑑賞 する 、 あ る い は 販売 、 
流通 させ る と いう 、 理不尽 な カテ ゴリ ー の 産物 で ある こと 
を 前 提 と し て 制作 され て いる 。 

何故 理不尽 か と 言え ば 、 そ の 何者 か (自分 自身 を 含め ) 
が つく り 、 世 に 出し た 時 点 で 、 本 来 十 分 な 完成 度 を 持つ は 
ず で あり 、 そ の 完成 度 を 判定 し た 意志 に 対し て 意義 を 唱え 
る わけ で ある の だ か ら 尋 常 で は 無い 。 実際 多く の リ ミ ッ ク 
ス 作品 は 聴く に 堪え を な いも の で あり 、 作 品 と 言え を る か どう 
か すら 怪し い 。 (無論 、 す ば らし い リ ミッ クス 作品 も 確か 
に 存在 する が ・・・。 ) 


完成 度 が 高い と は 、 そ れ 以 上 改善 し よう が 無い 、 さ わり 
よう の 無い 、 少 な く と も その 時 点 で は 精魂 尽き 果て た 状態 
まで その 作品 に 携わっ た 証し と 言え る 。 惹 に 溢れ る オリ ジ 
ナル 作品 の 多く が 高い 完成 度 を 持つ と は 言え な い が 、「 可 
能 の 限り を 尽く す 」 こと は 制作 者 の マナ ー で あり 、 こ れ 無 
く し て は 音楽 出版 は 成立 し な い 、 は ず で ある ・・・・・ 

従っ て 平然 と リミックス 「 作 品 」 を 出せ る と いう こと は 、 
その 制作 者 自身 の 作品 観 の 中 に 完成 度 と いう 概念 が ある か 
どう か が 問わ れる も の と 私 は 考え る 。 少な く と も 私 自身 は 
自分 の 作品 に リミックス が で きる よう な 余地 や 隙 は 残さ な 
い 。 

まあ 、 オ リ ジ ナ ル 作 者 と リミックス 作者 の 両方 に 、 い い 
加減 な 馴れ 合い 関係 が ある 「 適 当 な 」 音楽 社会 で ある と て 思 
えば 納得 で き な く も 無い が ・・・・・ 9 


し か し 、 私 は これ まで この 制作 者 の マナ ー は 十分 に 遵守 
し て きた つも りな の で 、 今回 の 「 リ ミッ クス 」 制作 承諾 は 
大 変 大 き な 決 心 を 必要 と し た 。 私 の 制作 する 作品 に よっ て 


] 


依頼 者 で ある クリ ス ・ カ トラ ー 氏 と の 長年 の 信頼 関係 が 粉 
々 に 粉砕 され て し まう こと も ある くら い 、 そ の 作品 の 本 質 
的 部 分 に まで 立ち 入っ た か た ち で リミックス ある い は リ ・ 
コン スト ラク ト (オー レン ・ レ コー ド の 東 瀬戸 氏 い わく 、 
家 で 例え れ ば リミックス は 内 装 外観 の 変更 で ある リ ホ ー ム 。 
リ ・ コ ンス トラ クト は 1 度 更 地 に 戻し 、 も と の 家屋 部 品 を 
つか っ た 建て 直 し だ そう で ある 。 ) を 行う 覚 合 で 臨ん だ 。 


* 作品 の バッ ク グ ラウ ンド お よび コン セプト 


そもそも 録音 作品 (録音 作品 と は 、 リ アル タイ ム 演 奏 を 
前 提 と し た ライ ブ 演 奏 に 対し て 、 録音 され た も の を 再生 鑑 
賞 する こと を 前 提 と し た 作品 形態 を 指す 。 ウ ツノ ミア の ホ 
ー ム ペー ジ に 掲載 の 「 音 楽 表現 の 手法 と は 何 か 」 ・・MA 
RQUEE 誌 に も 掲載 、 あ る い は 細川 周平 氏 著 の 「 レ コー 

ド の 美学 」 ・ 動 草書 房 ・ISBN4--326-85105 
ー8 を 参照 ) と は 即時 性 の 無い 、 記録 物 の 再生 で 成り 立ち 、 
また 制作 者 は その こと を 前 提 と し て 制作 する 作品 形態 で あ 
る 。 こ の 形態 が 成立 可能 に な っ た の は 無論 録音 と いう 概念 
が 確立 (一 般 的 に は エジソン が 東 管 録音 装置 を 開発 し て か 
ら と され る 。) され て か ら で 、 音楽 の 歴史 に と っ て は 画 期 
的 (ある い は 破滅 的 ) 出来 事 で ちあ っ た 。 (ウツ ノミ ア の 著 
作 「 ス テレ オ 録 音 と は 、 な に か 。」 を 参照 ) 即時 性 の 無い 
事態 に 対し て 音楽 が 有効 か 、 と いう 議論 も 成立 する が 、 現 
代 に 於 いて 制作 者 側 の 認識 が あま り に 虚弱 で ある こと も 事 
実 で ある 。 

問題 の 本 質 は 、 即 時 性 の 無い 、 経時 再生 され る も の の 宿 
命 と し て 、 そ れ が どの よう に 再生 され る か 、 と いう 1 点 に 
尽き る 。 ま た 「 ど の よう に 再生 され る か 」 の 中 に は 聴き 手 
の 心理 が 含ま れる こと を 忘れ て は な ら な い 。 ま た 、 聴 か れ 
る 回 数 も 不明 で ある こと も 同様 で ある 。 我々 人 類 の 構築 す 
る 社会 や 文化 が いつ の 時 代 も 不変 で 大 し た 違い が 無い な ら 
歴史 学 や 考古 学 の 価値 は 希薄 に に な る で あろ う 。 現実 の 社 
会 や 文化 は 常に 目まぐるしく 変遷 し 、 そ の 中 で 価値 観 も 同 
様 に 変化 し 続け て いる 。 

現代 に 於 いて 採用 され て いる 音楽 の 価値 観 の 主流 は 、 中 


世 ロ マン 派 以降 の 価値 観 で あり 、 そ の 前 に 民族 的 、 あ る い 
は 異 文化 系 価値 観 は 滋 汰 され た 形 に な っ て いる 。 し か し こ 
の 主流 の 価値 観 さ え 「 録 音 」 と いう 事態 に 耐え うる よう に 
設計 され た も の か どう か 疑問 で ある ば か りか 、「 録 音 」 と 
いう 経時 性 メデ ィ ア が 登場 し た と き に 、 こ の 点 を 十分 に 考 
察 され た 形跡 が 見 当たら な い の で ある 。 こ の 考察 が 重要 で 
ある 理由 は いく つか 示せ る が 、 即 時 性 の ある 一 度 き り の 鑑 
賞 と 、 経 時 的 に 何 度 で も 鑑賞 で きる も の と で は 、 先 ず 鑑 賞 
者 の 心構え が 違う で は な いか 。 詳し く は 他 の 文献 に 譲る が 、 
現代 に 於 ける 音楽 理論 に は この 点 の 説明 が 無い 。 (前 出 
「 ス テレ オ 録 音 と は 、 何 か 。」 を 参照 ) この 点 に つい て 、 

即時 性 を 前 提 と し た 理論 を 、 経 時 性 メデ ィ ア に 適用 する の 
は 、 か な り 無 理 が ある の で は な いか と 私 は 考え て いる 。 

例え ば 、 即 時 性 を 前 提 と し た 理論 を 経時 性 メデ ィ ア に 適 
用 し た 問題 と し て 、 要素 分 け で きる 要因 以外 の 音楽 構成 要 
素 は 弱体 化し 、 逆 に 認識 し や すい 要素 (楽典 に 於 いて 、 音 
楽 は メロ ディ ー、 リ ズム 、 ハ ー モ ニー を 皇 要 構 成 要素 と 定 
義 さ れる 。) の み ク ロー ズ ・ ア ッ プ され る 。 つま り 音 楽 
が 即時 的 メデ ィ ア で あっ た 時 代 に は 場 や 空間 は 自動 的 に 存 
在 し て いた が 、 経時 的 メデ ィ ア で は 、 自 動 的 に は 存在 し な 
いと いう 問題 で ある 。 場 や 空間 を 制御 する 技術 や 方 法論 が 
未開 で 、 そ の こと が 認識 され て いる か どう か も 人 怪し い 、 に 
も か か わら ず 、 オ ー デ ィ エ ンス を 含め た 音楽 の 中 で 、 場 や 
空間 が 必須 要素 な の は 大 き な 問 題 で も る こと は 、 私 の 他 の 
テキ スト や 作品 で も 指摘 し 続け て いる 。 


私 の 近年 の 作品 の 多く は 、 こ の 問題 を 念頭 に お いた も の 
が 多く 、 こ の 作品 も 例外 で は な い 。 前 作 「}J ON&UTS 
UNOMIA(  ) 」 で は 、 録音 そ の も の の 場 や 空間 へ 
の 取り 組み を 基本 に 立ち 返り 考察 し な お し た 作品 で ある が 、 
今回 の 作品 で は 、 場 や 空間 に つい て 経時 性 を 主眼 に 置い て 
制作 し た 。 


私 の 作品 と し て は 珍し く 、 こ の 作品 に は 時 間 と 場面 の 具 
体 的 設定 が ある 。 音楽 表現 に 於 ける 具体 性 は リヒ ャ ルト ・ 
シュ トラ ウス 以降 否定 され て いる が 、 こ の 点 に 関し て 私 に 


は 何 の 異議 も 無い 。 し か し 、 意図 し た 具体 音 の 羅列 が も た 
ら せ る 抽象 的 意味 性 と 、 制 作者 の 設定 する コミ ッ ク で 表現 
され る 具体 的 場面 の 間 に 横 た わる 大 き な ギ ャ ッ プ は 、 表現 
方 法 の ひと つと し て 試み た か っ た も の で ある 。 こ の 前 半 部 
分 (スト ー リ ・ パ ー ト と 呼ん で いる 。 楽曲 的 に は 前 奏 と 考 
えて も 良い 。) は 一 見 ラジ オ ・ ド ラマ 風 で ある が 、 実は 島 
の 鳴き 声 か ら 原 曲 の モジ ュ レ ーション に 至る まで 、 厳密 に 
タイ ミン グ や バラ ンス を 調整 、 整 合 させ た も の で ある 。 
< 巻末 スト ー リ ・ パ ー ト 解析 デー タ を 参照 〉 

し か し 聴い て の と お り 自 然 に 、 ま る で 映画 や 実体 験 の 上 
うに 聴け て し まう が 、 収録 し た 素材 音 と 個々 に 比較 すれ ば 
非常 に 多く の 編集 を 経て いる こと が 理解 出来 る と 思う 。 ま 
た 同時 に ある 種 の 不条理 ( 芝 の 中 で 経験 する よう な ) に も 
気付 いて ほし い 。 目的 は 前 述 し た が 、 設定 と の ギャ ッ プ を 
楽し むための も の で ある 。 私 の 過去 の 作品 へ の パロ ディ ー 
と 受け 取っ て いた だ いて も 問題 無い 。 


この 作品 は 再発 見 され る (文字 通り 、 遼 い 未来 = 西暦 2 
6 3 3 年 ! !) た め に つく られ た 、 過去 の 遺産 と し て の 「 
何 か 」 を 描い た も の で ある 、 と いう こと を 相 像 し な が ら 現 
代 に 生き る 人 々 の た め に 作ら れ て いる 。 

ボトル の 中 の メッ セー ジ ・ リ キッ ド に 込め られ た 情報 は 、 
その 作者 の 期待 通り 作動 し な いか も し れ な いし 、 う まく 作 
動 し て も 作者 と 聞き 手 が 異 文 化 ど うし の 民 で 、 う まく 理解 
出来 な いか も 0 
で あり 、 ーーーYT サマ イリヤ ーー 
要素 は 未来 で は 失わ れ て いる か も し れ な い 。 こ の 「TOK 
USA 一 」 で は 、 そ の 当たり 前 な 要素 (私 た ち 現代 人 に と 
っ て ) の うち 、 一 般 的 に 最も 重要 と され て いる メロ ディ ー 
(楽典 に 於 いて 、 音楽 の 主要 3 要素 は メロ ディ ー、 リ ズム 、 
ハー モニ ー と て 説明 され る 。) に つい て 単 一 化 (C 化 ) を 行 
うこ と で 無 意 味 化し て みせ て いる 。 実際 に すべ て の メロ デ 
ィ ー が 同じ 音 (同じ 音 名 ) で 成り 立っ て いる 音楽 作品 な ど 
ほとん ど 存 在 し な い 。 

し か し 、 多 く の リ スナ ー は C 化 を 指摘 (例え ば この エ デ 


ュ ケ ー シ ョ ナ ル ・ キ ッ ト な ど で ) され な けれ ば 、 そ の こと 
に 気付 か な いで あろ う 。 指摘 され な けれ ば 妙 な メロ ディ ー 
が ある と 感じ て いる で あろ う 。 ほ と ん どの パー ト ( 原 曲 の 
伴奏 、 往 、 バ イオ リン 以外 の すべ て の パー ト ) は 単 一 C 音 
で ある に も か か わら ず 、 リ スナ ー の 多く は 個々 の C 音 を 聴 
き 分 け メ ロディ ー (変化 する ) 相当 の 情報 を 見 出 だ す の で 
ある 。 

C 化 と 音律 に つい て は 後述 する が 、 こ の C 化 に より も た 
ら さ れる メロ ディ ー 情 報 の 変化 と た メロディー 以外 の 情報 の 
変化 に よっ て 特徴 の ある ハー モニ ー が 生じ て いる 。 つ まり 
原 曲 の 情報 の 変遷 し た 結果 が その 特殊 な ハー モニ ー な の で 
ある が 、 そ の 特殊 な ハー モニ ー は この C 化 以外 の プロ セス 
で は 発生 が 困難 な 固有 性 の 高い も の な の で ある 。 こ れ ま で 
に も 黄金 分 割 や 様々 な 数 列 を ハー モニ ー や 音律 に 導入 し た 
作品 は 発表 され て いる が 、 少 な く と も 私 の 主観 的 判断 で は 
聴覚 上 の 意味 性 が 希薄 で あっ た よう に 感じ て いる 。 (理論 
と し て の 美 は な ん と な く 分 か ら な いで も 無い の で ある が 。) 

と ころ が この 「TOKUSA 一 」 で は 期待 以上 に 聴覚 上 
の 「 美 ] が 導入 で き て いる よう で ある 。「J ON&UTS 
UNOM TI Al」 の と き の よ うな 集中 的 リサ ー チ は 行っ て い 
な い が 、 ア ン ケ ー ト や 感想 の 中 に 「 美 | に つなが る よう な 
印象 や 、 美しい と いっ た 表現 が 目立っ て いる の で ある 。 ま 
た 、 私 自身 も 原因 は よく 分 か ら な い が 美 し いと 感じ て いる 。 

「 美 し い 」 と 感じ る に は それ な り の 理由 も ある の だ が 、 
これ に より も と も と の コン セプト で ある 未知 の 異 文化 性 は 
達成 で き て いる と 考え て いる 。 

聴い た 者 全員 の 印象 に 「 美 」 が 生ずる と は 思え な い が 、 
多く の 場合 、 試聴 1 回 目 で は 不安 や 異様 さき を 感じ 、 試聴 4 
6 回 目 以降 に 「 美 」 が 訪れ る らし い 。 1 日 2 回 聴い た と 
し て 3 日 目 に 突如 と し て 「 美 ] が 訪れ る と いう 感想 が か な 
り 寄せ られ て いる こと は 驚き で ある 。 こ れ で は まる で 時 限 
爆弾 だ 。 


未来 へ の (過去 か ら の ) 異 文化 の 遺産 と し て の 音楽 、 の 
アイ ディ ア は も と も と は 少し 違っ て いた 。 
と ある 研究 者 が 遥か 彼方 の 宇宙 か ら の 暗号 化 さ れ た メッ 


セー ジ を 電波 記 遠 鏡 で 受け 取っ た も の の 解読 が 困難 で 、 な 
ん と か こぎ つけ た 結果 と し て の 音楽 、 と いう 設定 で ちっ た 
が 、 い ささ か 荒 唐 無 呑 で も る し 、 セ リフ の 必要 が ある こと 
か ら 断 念 。 

実際 に 録音 制作 が 始ま っ て か ら も 前 半 の スト ー リ ・ パ ー 

ト 部 分 は 、 海 岸 に 漂着 し た ガラ ス ・ ビ ン の 予定 で あっ た が 、 

あま り に あり ふれ た 設定 で ある と いう 理由 で これ も 却下 し 
た 。 


1 と: 1 で の 款 よっ ン セ プ ト が ある 。 そ 


この 挑戦 は 多く の 人 まな 0 る が 、 未だ に 
成功 し た と いう 記述 は 見 当たら な い 。C 化 の アイ ディ ア の 
原点 は 「 聴 こそ える の に 、 書き 取れ な い メ ロディ ー」 に ある 。 


* ネ 原 曲 の 解釈 


原 曲 の タイ トル 「ON SUICIDE」 は 自殺 、 自 減 
ある い は 自殺 者 の 意 で あり 、 そ の 行為 は 現存 する ほとん ど 
全て の 社会 や 宗教 で 忌み 嫌 わ れる が 、 実行 者 に と っ て は 自 
ら の 選択 で あり 、 何 等 か の 解決 や 問題 か ら の 決別 を も た ら 
す も の と し て 重宝 され て いる 。 し か し 周囲 の 者 に と っ て は 
解決 に な ら な い ど ころ か 厄介 な 問題 の 原因 に し か な ら な い 、 
いわ ば 反 視 会 的 行為 の 代表 と 言え る 。 決定 的 な 問題 は 実行 
者 と それ 以外 の 者 の それ ぞ れ の 未来 へ の 認識 の 違い で ある 
が 、 実行 者 の 内 面 に ある 「 次 の ステ ッ プ 」 に 対す る 憧れ や 
至福 は 、 非 実 行者 に は 理解 不能 な 異 文化 と 言え を る か も し れ 
な い 。 ま た 実行 者 と は 何 も 個 人 を 意味 する だ け と は 考え て 
いな い 。 社会 や 文明 その も の も 実行 者 と な りう る 。 


「 お 迎え 」 は 唐突 に や っ て くる も の で ある 。C 化 部 分 以 
降 は 「 お 迎え 」 の 音楽 的 紋章 と も 考え られ る 。 


も う 一 つの 解釈 と し て 、 夢 の 中 で 聴く 音楽 を 書き 留め る 
に は 覚醒 の 必要 が ある が 、 そ の 夢 の 音楽 を 享受 し て いる 者 


に と っ て 、 覚 配 と は その 夢 の 中 の 世界 に 別れ を 告げ る こと 
で あり SUICTIDE と いう ほど で は 無い に せよ 、 か な り 
の 決心 と 気合 が 必要 だ っ た りす る 。 


ネ C 化 の メカ ニズム 2 0 こら っ 


この 曲 の C 化 は ピッ チ ・ シ フタ ー と 呼ば れる エフ ェ ク タ 
ー に よっ て 行わ れ て いる が 、 こ の エフ ェ ク タ ー の 基本 メカ 
ニズム は 、 デ ィ レ ー・ ラ イン その も の で ある 。 

通常 、 デ ィ レ ー・ ラ イン は 半導体 メモ リー や テー プ と い 
っ た 記録 メデ ィ ア に 書き 込み 、 書き込ん だ 順に 指定 時 間 後 

(ディ レー・ タ イム ) に 、 書き 込ん だ 速度 と 同じ 速度 で 読 
み 出 すこ と で 成立 し て いる 。 

ピッ チ ・ シ フタ ー で は 、 書き 込み 速度 と 読み 出し 速度 を 
自由 に 設定 出来 る よう に 工夫 され て いる 。 つ まり 書き 込み 
速度 より も 読み 出し 速度 が 早けれ ば ピッ チ は 上 昇 し 、 書き 
込み 速度 より も 読み 出し 速度 が 遅 け すれ ば ピッ チ は 下がる の 
で ある 。 歴史 的 に は テー プ 式 の アナ ログ ・ ピ ッ チ ・ シ フタ 
ー も 存在 し て いる が 、 そ の メカ ニズム は 、 録音 ヘッ ド は 普 
通 の テー プレ コー ダ て と 同様 に 固定 され て お り 、 普 通 に 一 定 
速度 で 書き 込み を 行っ て いる 。 し か し 、 再 生 ヘ ッ ド は 固定 
され て お ら ず 、 ビ デオ ・ レ コー ダー の 映像 ヘッ ド に 用 いら 
れ て いる よう な 回 転 ヘ ッ ド が 搭載 され て いる 。 録音 は 固定 
され た ヘッ ド で 行い 、 再生 は 回 転 ヘ ッ ド で 行う こと で 、 連 
続 し て ピッ チ ・ シ フト (テー プ 速 度 が 一 定 で あっ て も 、 書 
き 込み 速度 と 読み 出し 速度 が 異な る と いう 仕組 み ) が 得 ら 
れる の で ある 。 デ ジタル ・ ピ ッ チ ・ シ フタ ー は これ を デジ 
タル 化し た に すぎ な い 。 メ カニ ズム か ら 推 測 出来 る よう に 、 
ピッ チ を 上 げ る 場合 は テー プ の 同じ 場所 を 複数 回 繰り 返し 
な が ら 読 み 、 ピ ッ チ を 下げ る 場合 に は テー プ 上 に 記録 し た 
情報 (場所 ) の 一 部 は 切り 捨て られ る が 、 デ ジタル 化 さ れ 
た も の で も この 点 は 同じ で ある 。 ま た 入力 し て か ら 出 力 さ 
れる まで の 処理 時 間 の 保証 は 無い 。 

この 曲 の C 化 の 前 半 は し ノ プ R チ ャ ン ネ ル は トラ ッ キ ング 

(同時 に シン クロ し て ) する よう に 、 ま た 個別 に 処理 し て 


いる が 、 後半 は トラ ッ キ ング 無し で 連続 し て 処理 し て いる 。 
後半 で は ダグ マー の 声 が 、L プ R チ ャ ン ネ ル 間 の 処理 時 間 
の 違い に よっ て 定位 が 動き 回 っ て いる こと が [トラ ッ ク 8] 
や 完成 品 で 確認 で きる 。 


参考 まで に タイ ム ・ ス トレ ッ チ (また は コン プレ ッ シ ョ 
ン ) を アナ ログ ・ テ ー プ を 用 いて 実現 する 方 法 を 挙げ る 。 
前 出 の ピッ チ ・ シ フタ ー の メカ ニズム は その まま に 、 録音 
ヘッ ド で 録音 後に 1 度 テ ー プ を 巻き 戻し 、 ス トレ ッ チ ( コ 
ンプ レッ ショ ン ) し た い 時 間 か ら 算 出さ れる テー プ 速 度 で 
再生 し 、 回転 ヘッ ド に よっ て 元 の ピッ チ を 取り 戻す の で あ 
る 。 こ の こと か ら わ か る よう に タイ ム ・ ス トレ ッ チ (コン 
プレ ッ シ ョ ン ) は 原理 的 に リア ル タ イ ム 処 理 が 不可 能 で あ 
る 。 (ピッ チ ・ シ フト は は ほん の 僅か の 時 間 遅 れ が ある が 、 
リア ル タ イ ム 処 理 が 可能 で ある 。) 

この 回 転 ヘ ッ ド を 搭載 し た テー プ ・ メ カニ ズム に 於 いて 、 
入力 され る 信号 と 出力 され る 信号 の 周波 数 比 は 次 の 式 で 表 
現さ れる 。 


Fout=FEinxXVpb プ Vrec 
周波 数 比 R=Fout ノ Fin=Vpb ノ Vrec 


た だ し Fin : 入力 周波 数 Fout : 出力 周波 数 
Vr ec : 録音 時 の テー プ 速 度 (ヘッ ド 固 定 と し て ) 
Vpb : 再生 ヘッ ド と テー プ の 相対 速度 (相対 速度 と 
固定 ヘッ ド の 場合 は テー プ 速 度 そ の も の で ある が 、 回 転 
ッ ド の 場合 ヘッ ド そ の も の が 移動 する た め 、 テ ー プ 速度 に 
ヘッ ド の 単位 時 間 あ た り の ヘッ ド 移 動 早 ニ ヘッ ド 速 度 、 
加算 し た も の で ある 。 ヘ ッ ド 速度 YH は 、 ヘ ッ ド ・ ド ラ 
の 直径 を r, ヘッ ド の 毎秒 の 回 転 数 を ゎ と する と 、 
VH ニ ェ メ ァ Xp で 求め られ る 。 

つま りら 録 音 時 の テー プ 対 ヘッ ド の 相対 速度 と 、 再生 時 
テー プ 対 ヘッ ド の 相対 速度 の 比率 で ピッ チ ・ シ フト 量 も 
トレ ッ チ 量 も 決ま る の で ある 。 

録音 ヘッ ド と 再生 ヘッ ド の 両方 が 回 転 ヘ ハッ ド で 、 し か 
テー プ 速 度 が 自由 に 変え られ る メカ ニズム な ど わ けが 分 カ 
ら な く て お も し ろ い か も し れ な い 。 デ ジタル な ら 容 易 に 
現 出来 る 。 


私 は 、 こ の 回 転 ヘ ッ ド の メカ ニズム の 実物 を 1 度 見 た こ 


と が ある が 、 こ の 2 0 年間 ずっ と 作っ て みた いと 思っ て v 
る に も か か わら ず 、 な か な か その 機会 に 恵まれ て いな い 。 


回 転 ヘッ ド 付 き テ ー プ レコ ー ダ の パース 図 


* 音 律 に つい て 


音律 と は 音楽 で 使用 され る 音 の 高 さ の 相互 関係 を 音楽 的 ・ 
数 学 的 に 確定 し た も の を いう 、 と 定義 され る 。 (音楽 之 友 
社 刊 、 標 準 音楽 辞典 より 引用 ) 歴史 的 に は 遥か 古代 ギリ シ 
ア 時 代 に まで 湖 り 多く の 記述 や 文献 が 存在 する 。 メ ロディ 
ー や ハー モニ ー は 全て この 音律 の 支配 下 に あり 、 い わ ゆ る 
ド 、 レ 、 ミ ・・・ そ れ ぞ れ の 高 さ (周波 数 ) は この 音律 に 
よっ て 規定 され る 。 つま り 下 、 レ 、 ミ は 固定 され た 周波 数 
が ある わけ で は な く 、 様 々 な 事情 に より 、 僅 か で は ある が 
(専門 的 に は 僅か と は いえ な い 。) 高め に と られ た り 低 め 
に と られ た りす る の で ある 。 

(と 大 の まゆ に 音楽 発生 の 前 に 数 学 ある い は 論理 性 あ 
りき 、 の よう ryt こと が し ば Cy の 7 人 間 の 感 
覚 、 い や 生物 の 属 改 字 孔 性 に 向 
あり 、 音楽 を 極め て ゆ く と 純正 律 に いき っ く の は 言わ ば 

「 自 然 の 摂理 | で ある 。 こ の テキ スト で も 解説 され る よう 
な 生計 
に 


っ て る で は 無く 
で も キア エー いり 」 に すぎ な いこ と に 注意 すべ 


3 る 。 

純正 律 は 音楽 の 時 間 軸 上 の 断面 で ちる ハー モニ ー に も 、 
時 間 軸 上 の な ら び か た で ある 声 部 に も 現れ る 。 こ れ ら を 論 
理 的 に 同時 に 扱う に は 「 論 理学 」 が 非力 で ある た め 前 者 を 
和 声 法 、 後 者 を 対位法 と し て 分 割 し て 扱う こと で 何と か 今 
日 に 至っ て いる 。 本来 分 割 は 無 意 味 で あり それ ら を 論ずる 
前 に 純正 律 感 覚 を 学ぶ が べき と 私 は 考え て いる 。) 

その 事情 と は ほとん どの 場合 、 美 学 的 理由 で ある が 、 人 
間 が 音楽 を 聴く と き に 美しい 響き と 濁っ た 汚い 響き が ある 
こと に 気付 く 。 ハー モニ ー を 例 に と る と 、 い ささ か 押し 付 
けが まし い が 美 し い 響 き と は 、 構 成 彰 の それ ぞ れ が 「 協 和 」 
ある い は 「 調 和 」 し て いる こと を 指し 、 逆 に 汚く 濁っ た 
き と は 「 協 和 ] ある い は 「 調 和 」 し て いな いこ と を 指す 。 

協和 と は 構成 音 の それ ぞ れ の 周波 数 が 単純 な 整数 分 の 整 
致 、 つ まり 割り 切れ る 周波 数 比率 の こと で 、 最も 協和 する 
の は 1 : 1 = 同音 = ユニ ゾン 、 次 に 1 : 2 = 同名 音 = オ ク 


ター プ 、 と な る が 、 こ こま で は 万 人 いや ほとん ど 全 て の 形 
態 の 音楽 の 認め る と ころ で ある 。 

と ころ が その 次 に 協和 関係 に ある と され る 2 : 3 = 完全 
5 度 ( ド と その 上 の ソ ) で は 困っ た 問題 が 起き る 。2 : 3 
の 関係 を 実現 すれ ば 美しく 協和 する の で ある が 、 完全 5 度 
づ っ 1 2 回 上 が る と 元 の 音 名 に 戻る は ず な の に (7 オク タ 
ー プ 高 い 同名 音 ) その ある べき 周波 数 と 一 致し な い の で あ 
る 。 

1 オク ター プ ブ で 周波 数 比 は 2 倍 と な る こと か ら 、7 オ ク 
ター プ ブ 上 は 2 の 7 乗 = 1 2 8 と な る が 、 完全 5 度 づ っ 1 2 
回 上 が る と 3 プ 2 の 12 乗 =129.74633789・・ 

・ と な っ て し まう 。 こ の 矛盾 (差分 ) を ピタ ゴラス の コ 
ンマ と 呼ぶ が 、 ど の よう な 数 列 を も っ て し て も 協和 する 5 
度 と 差分 の 出 な い 5 度 の 両立 は 不可 能 と な る こと が 古く か 
ら 知ら れ て いる 。 

ピタ ゴラス の コン マ の 問題 は ポッ プス の 世界 で も 深刻 で 、 
例え ば ギタ ー や ベー ス ・ ギ ター の チュ ー ニ ング の 時 に 、 す 
べ て の 弦 に に つい て 平均 律 ク ロマ ティ ッ ク ・ チ ュー ナ ( 普 
通 の チュ ー ニ ング ・ メ ー タ ) を 用 いて 調 弦 し た も の と 、 ハ 
ー モ ニク ス ま た は オー プン ・ ハ ー モ ニ 法 で 調 玉 し た も の と 
で は 異な っ た 調 弦 結果 と な る 。 ギ ター の 場合 と くに 第 3 弦 
が タチ が 悪く 、 私 の レコ ー デ ィング 時 な ど で は 、 し ば し ば 
ミュ ー ト し た り 弦 を 取り 外し た り し て いる 。 


〈 ギ ター 調 弦 に 於 ける 純正 律 と 平均 律 の 違い 表 を 参照 〉 


この 結果 は ドド に 対す る ソ と ミ に 対す る ソ の 高 さ が 周波 数 に 
於 いて 異な る こと を 意味 し 、 鍵 盤 楽 器 の よう に 1 オク ター 
プ た っ た 1 2 音 で 構成 され て いる こと が 如何 に 異常 で ある 
か (協和 と いう 観点 か ら 見 て ) 示す も の で ある 。 逆 に いえ 
ば 協和 を 重視 する と 、 ふ つう の 鍵 嘉 楽器 な ど 作 れ な いこ と 
に な る 。 

し か し それ で は 「 考 える た め の 道 具 」 と し て の 音 名 が 無 
力 化し て し まう し (教育 ・ 普 及 の た め に は 障害 と な る ) 何 
より コミ ュ ニ ケー ショ ン 上 不便 で し ょ う が な い 。 そ こ で 多 
少 の ハー モニ ー の 濁り や 論理 上 の 矛盾 に は 目 を つぶ り 考 案 


され た 音律 が (既に J. S、 バッ ハ の 時 代 に は 考案 され て 
いた も の の 、 ど の 程度 実用 され て いた か は 不明 ) 1 オクタ 


ー プ を 1 2 に 平均 分 割 す る 「 1 2 平均 律 」 で ある 。 


ギタ ー の 調 弦 に お ける 、 純正 律 と 平均 律 の 違い ーーーーーーーーーー 


周波 数 比 ( 対 A 純 正 律 ) 周波 数 周波 数 比 ( 対 A 平 均 律 ) 周波 数 
(3/2)xX(2/1)=6/2= 3 1320 十 1900%=2.997 1318.5 
十 1400% =2.245 987.8 


音 名 
E 
B (3/4X(3/2)X(2/1)=18/8=9/4 990 
G 
D 
A 
E 


(473)X(473)=1 69 782.2 +†1000%=1.782 784 
4/3 586.6 †500 を =1.335 587.3 

1 440 0 %=1 440 
3/4 330 ー500%=0.7492 329.6 


純正 律 調 弦 の 手順 は 、 先 ず 音 叉 また は チュ ー ニ ング ・ メ ー タ で 5 玉 =A=440Hz を 
取り 、 次 に 4 及び 6 弦 を ハー モニ クス で 合わ せる 。 次 いで 4 弦 か ら 3 弦 を ハー モニ クス で 
合わ せ 、6 弦 か ら 1 弦 を 合わ せる 。 さ ら に 1 弦 か ら 2 弦 を 合わ せる が 、 私 の 場合 1 弦 を 
合わ せる の に 6 弦 で は な く 5 弦 か ら 5 度 の 協和 で 、 同 じ く 2 弦 は 6 弦 か ら の 協和 で 合わ せる 。 
(も っ と も 私 の 場合 6 及び 4 弦 も ハー モニ クス で は な く 5 弦 と の 協和 で 合わ せ て いる が 、 
協和 も ハー モニ クス も 原理 的 に は 同じ 調 弦 に な る 。) 
この 手順 を 整理 する と 、 音叉 -5 弦 COPY2 5 弦 一 6 弦 5 弦 一 4 弦 5 弦 -1 玉 
COPY3 1 弦 一 2 弦 ま た は 6 弦 一 2 弦 4 下 一 3 纏 と な る 。 
COPY と は ハー モニ クス また は 協和 を 用 いて 音程 を 複写 する こと で ある が 、 ハ ー モ ニク ス ま た は 
協和 を 用 いて COPY す る と 、1COPY あたり 「 ピ タゴ ラス の コン マ の 1/1 2 」 = 約 2 セ ント ずつ 
誤差 が 蓄積 し 2 弦 3 弦 は 合わ せ づ らい 。 4 セン ト の 誤差 は 決し て 小さ く は な い 。 


「 へ ヴィ ー・ メ タル 」| と 呼ば れる ロッ ク 音 楽 の ジャ ン ル 
が ある が 、 こ の ジャ ン ル の 音楽 様式 で は 、 電気 ギタ ー の 音 
色 は 一 般 的 に 激しく 歪 ま せ た も の が 使用 され る 。 歪 ま せる 
の に 用 いら れる 実際 的 手段 は 電気 回 路 に よる 過 人 負荷 (オー 
バー・ ロ ー ド ) な の で ある が 、 前 述 の 調 弦 方 法 の 違い に よ 
る 音色 の 違い は 大 きく 、 和音 の 構成 音 周波 数 が それ ぞ れ 単 
純 整 数 比 に な る よう な 純正 律 的 調 玉 で は 「 美 し く 」 歪む が 、 
平均 律 的 調 玉 で は 「 ど うし よう も な い ほ ど 汚 い 」 歪み と な 
る 。 こ れ は 歪む こと に よっ て 「 差 音 ] (ビー ト ) が 強調 さ 
れる 結果 な の で ある が 、「 メ タル 」 の バン ド で 鯉 楽 器 が 
好ま れ な い 理 由 の 一 つと 考え られ る 。 彼 等 に つい て 世間 の 
イメ ー ジ は あま り 良 好 で は な い が 、 根 本 的 部 分 で 相当 漆 癌 
性 で な けれ ば 「 メ タル | できない の で ある 。 無論 、 漂 攻 性 
で な い ど うし よう も な い 「 メ タル 」 バン ド も 結構 存在 する 
こと は 言う まで も 無い こと で ある が 。 


アー ト ベ アー ズ の 原 曲 で は 、 旋律 も 伴奏 も 単音 楽器 で 構 
成 さ れ 、 度 重なる 転調 を 意識 し た ハー モニ ー 構 造 に な っ て 
いる 。 


この 1 2 平均 律 は 1 オク ター プ を 均等 に 1 2 分 割 する 必 
要 上 、 最初 か ら 整 数 比 の 概念 を 捨て 去っ て いる 。 つ まり 1 
半音 は 何 娘 を と っ て も 同じ 周波 数 比 (等 比 級数 音階 ) で あ 
る か ら 、1 半 音 の 周波 数 比 は 2 の 1 2 乗 根 =1. 0594 
63094353・・・・ と な る 。1 2 乗 根 と は 1 2 回 持 
け 合 わせ る と (1 2 乗 す る と ) その 数 2 に な る 数 で ある 。 
何と も 泥沼 的 な 数 列 で ちる が 、 こ の 1 2 平均 律 は 現代 の ポ 
ピュ ラー の 主流 で ある か の よう で ある 。 (少な く と も 日 本 
で は 。) 当然 脇 和 な ど し な い 。 

この 泥沼 的 数 字 と 最も 格闘 し て いる 職業 が 調律 業 で ある 
が 、 い か ん せん 泥沼 的 数 字 の まま で は 使い に く い 。 使い 易 
く (考え 易く ) する た め 1 オク ター プ を 1 2 0 0 セン ト と 
し 、 平均 律 1 半音 =1. 0594630・・・・ を 100 
セン ト と と し て 扱っ て いる 。 電気 音響 等 で 使用 する dB ( 
デシ ベル ) と 同じ く 対数 で ある 。 参考 まで に 1 セン ト は 2 
の 1200 乗 根 =1.000577789506・・・・ 


で ある 。 ま た ピタ ゴラス の コン マ は 23. 4600103 
8 6 37・・ セ ント (ウツ ノミ ア 計 算 ) で 、 お よそ 1/4 
半音 で ある か ら か な り 深 刻 な せこ と が わか る 。 


計算 機 な ど で の 計算 方 法 は 、 
コン マ (セン ト ) =1og (誤差 ) プ 1 og (1 セン ト ) 
Ox 婦 1G3 ジ の 0 ググ 2 70027OlgAC2( 

1200 け 9 

で 求め られ る が 、 分 母 項 の 2 の 1 2 0 0 乗 根 が 1. 00 
0 5・・・ と な りら 有効 数 は 小数 点 以下 4 位 で 初め て 出 て く 
る 、 つ まり 大 き な 誤 差 蓄積 の 原因 と な る 。 そ こ で 、 

= 0.0.0*TOgYG(3G 錠 20 人 0 22P7O ゲ 

oi が 02 GDISY 0 

の よう に 1 o g 以 下 の 項 が な る べく 1 乗 に 近く な る よう 
変形 する と 、 高い 精度 を 保てる 。 

この 計算 方 法 は セン ト ・ エ ラー の 数 値 化 全般 に 応用 で き 
る 。 


*C 化 と 音律 

実用 的 に は 平均 律 と 純正 律 と の 誤差 を セン ト ・ エ ラー で 
表す が 、 ア ー ト ベア ー ズ の 原 曲 は 転調 を 繰り 返し た 純正 律 
で ある の に 対し て 、 私 の 行っ た C 化 は 平均 律 を 用 いて いる 
こと か ら C 化 後に 残っ た ピッ チ の 変動 成分 は 、 セ ント ・ エ 
ラー だ け を 抽出 し た こと に な る 。 

この 抽出 し た セン ト ・ エ ラー の 訂 列 と し て の C 音 の 連続 
が どの よう な 心理 的 効果 を も た ら す か は 謎 で あっ た が 、 サ 
ンプ ル 作 成 に よる 試聴 の 結果 、 音 楽 と し て 受入 れ 可 能 な 未 
知 の 可能 性 を 持つ 魅力 的 な 音律 で ちる こと が 確認 で きた 。 

(この 段階 で は ウツ ノミ ア 個 人 の 確認 に すぎ な い 。) 

原 曲 の 「ON SUICIDE」 で は 転調 が 繰り 返さ れ 
て いる こと は 前 述 し て いる 。 曲 の 冒頭 は 弱 起 で (部 品番 号 
2 一 4、 音 名 ラ 、 レ 、 ミ ) 短調 で ある が 、 部 品番 号 1 2 
か ら は 明らか に へ ハ 短調 に 転調 し て いる 。 し か し ニニ 短 調 か ら 
ハハ 短調 の 転調 は 、 あ まり 美しく な い (近親 関係 が 弱い ) た 
め 、 部 品番 号 9 1 1 で ト長調 を 経由 し て いる と 考え る の 


が 妥当 で あろ う 。 つ まり 短調 一 ト長調 一 短調 と 、2 回 | | "ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


度 転 調 を 実生 人 で 協和 対象 と は 、 演奏 者 が 意識 する べき 、 あ る い は 参照 す 
ペー の mr 人 かーHhAetnf new る 音 高 で ある 。 も ちろ ん 私 は この 曲 が 録音 され た 現場 に 憶 テン ペラ メン ト ・ リ スト (純正 律 お よび 平均 律 に よっ て 発生 する 音程 と 音 名 、 な ら び に C 化 エラ ー の 関連 表 。 単 一 調 性 分 ) 
2 いい e た わけ で も 、 歌 い 手 で ある ダグ マー・ ク ラウ ゼ と 仲 が 良 
調 に 戻り 、 ト 長調 、 さ ら に 部 品番 号 8 2 (1 7 小節 ) で 再 6 上 で 得 整 理 番号 セン ト C 化 エラ ー 周波 数 比 音 名 ( 対 C) 名称 起 泊 
の 選 わけ で も 無い 。 し か し 、 演 奏 す べ き 楽 曲 が 決定 し た 時 
び ハ 短調 に 戻っ て いる 。 近親 調 関係 に ある と は いえ いさ さ 肥 当 な 解釈 は ある 程度 自動 的 に 決定 し 、 ハ ー モ ニー に 関 1 0 0 i ジ 2g| C 同 
か 散 温 で ある が 、 全体 と し て は 二 短 議 か ら ハ 短調 へ の 変 移 て 大 き な 解 択 上 の 相違 は 現れ な い 。 し か し 濱 出 上 の エ 天 2 の リーー UN の CZ の ーーー  。 ディ デュ モス の コン マ 3 和音 の 5 音 の 協和 
を 楽し むように 構成 され て お り 、 演 奏上 も この 2 つの 調 に し て 協和 させ る 対象 を 族 意 に 変更 する こと は 有り 得る が 3 ツウ 一 - 2 タタ ーーー ピタ ゴラス の コン マ 純正 5 度 x 1 2 回 分 の 矛盾 
つい て 純正 律 が 考慮 され て いる と 考え られ る 。 その 場合 は 完 下剤 を 聴け ば 容易 に 協和 対象 推定 で き 里 2 の ーー の ウインク タタ の 。 ーーー 4 分 音 平均 律 1/2 半 音 
* 思 こ Ge ea = ニ IS s 品 
この 点 か と 平均 律 を 用 いて C 化 し た 場合 セン ト エ ラー 4 5 _ 詳 (人 全 な テオ ダル がき 邦人 08、。 、、 ビタ ゴラス の リン マ ピタ ゴラス 長 7 度 と 8 度 の 差 
CNTRTRRWR AN 5 その 能力 が 我々 職業 音楽 制作 者 に 求め られ る 資 綿 で ある 6 彰二 NO CBBZBSD C# 平均 律 の 1 半音 2 の 1 2 乗 根 
em また 、 全 2 二 と する 定量 末 が けれ 届 証 エー は.14) (14) 21906 。 CK アポ トメ ー ビク ゴラス 控 で の 人 和 隊 9 導 - 
こ 、 人 1 ヽ 頃 奏 必 識 8 (182) (-18) 10 ノ 9 p 小 全音 
凡例 * 部 品番 号 協 和 対 象 プ セン ト エ ラー に 指示 を 与え る こと に な ら な いし 、 マ ル チ ・ レ コー ディ > 9 は 9) (-7) 228/200 D 中 全音 中 全音 律 の 1 音 
[た だ し ん =442Hz (=525.6Hz、 推 論 に よる ] グ に 於 いて は 、 何 を どの よう な バラ ンス で モニ ター に 返 粒 10 "200 0 (449 ノ 400) D 平均 律 全 音 2 の 1 2 乗 根 の 2 乗 
か 決め られ な い は ず で ある 。 実際 多く の 現場 で は 、 い い 1 1 (数 緒 導 %UEMNMI)、 の 2 人 8 の きま MO D 内 会 衝 0 ゼネ ゴ る の 8 林 03 
*2 ノ 部 品 5 ノ ー14-2=ー-16 減 に 決め て いる か 、 演 奏者 の いい な り の よう で ある が 、 1 2 3 馬 王 人 Y 放 70 電導 が きり) Eb 平均 律 短 3 度 2 の 1 2 乗 根 の 3 乗 
*3 ノ 部 品 2 ノ ー1 4ー2+2=ー1 4 れ で は 制作 者 と は 言え な い 。 私 の 場合 は 楽曲 の 分 析 を も < 議 13 _(316) (16) 6/Z5 gb さす PD DMRRTNOSU 間 まだ 
*4 ノ 部 品 2 プ 一 14 一 2+2+2=ー12 に モニ ター・ バ ラン ス を 決定 し 協和 対象 や ネス ケー ル を 指 直 14 (3966h お お 4) ) 5 プ 4 E 純正 律 長 3 度 
*5 ノ 伸 奏 Bb ノ ー2 し て いる 。 この こと は 一 上 者 を 人 自由 な 衣 を 0 織 15 400、 0、 (63 ン 50) 5 。 人 式 3 度 2 の 12 末 の 4 末 
*6 ノ 部 品 5 ノ 二 14 一 2=+12 害し て いる よう に 受け 取ら れ が ち で は ある が 、 逆 に 表現 3 イラ ーー イ て 40989 ニラ ーー イブ 人 
さき 部 分 が 明快 に な る た め 、 こ は 心理 了 7 (498) (-2) 4 プ 3 F 純正 律 4 度 協和 
*7 ノ 人 奏 Bb ノ -2 nsR ll。 証 16 00MOO 和 H3 ン 0.ADNSE2YC[ 寺 2 本 人 
*8 ノ 部 品 7 +1 4 一 2ー+1 2 か す 隊 ドル 人 は 証 19 600 0 ゞ # 平 交信 中 度 2 の 12 条 根 の 6 乗 
ロ ーー ーー ーー] 
*9 ノ 部 品 8 ノ +14-2ー2=+10 上 の 分 折 に よる と 志 外 と 全 半 と の 細 隊 ゆな い 20 秦 栓 馬 WiRD NR 全 30Z 2 8 9) G 平均 律 5 度 2 の 1 2 乗 根 の 7 乗 
*10 ノ 部 品 11 / 同上 る 1 (7027.(2**) 83/2 . Monio&2M 本 
と が わか る が 、 こ れ は 主旋律 の 特徴 で も ある 。 し か し 実際 に 購 3 
*1 1 ノ 基 準じ ノ 0 AA 2 本 人 生 0 (①00Z88) Ab 平均 律 短 6 度 2 の 1 2 乗 根 の 8 乗 
*※12 ノ 同上 ノ 0 っ に る 9 (814) Ar ek に AA < て! 人 の APR 前 本 
+ 2 多く 、 出 始め は この 表 に 示さ れる 音程 で 、 そ れ に 続く 母音 部 24 (8N8I4)I( こ 抽 6D 5 ノン 3 A 純正 律 長 6 度 
よさ / 商 呈 1 エバ 分 で は 伴奏 を 参照 する こと が 多い 。 (と くに 英国 の 古典 音 棋 計 25s 900 0 (37 ノ 22) A 平均 律 長 6 度 2 の 1 2 乗 根 の 9 乗 
0 NNt 補 洲 Va で は この 傾向 が 強い 。 ) 429_(908) (6) 27 ノ の 16、 AD'00N- 上 締 226 誠 有 7 凍 S123 人 きか MS 
* 品 La 27 (996) (-4) 16 ノ 9 Bb 純正 律 短 7 度 
*16 ノ 部品 15 ブ +1 4 る 一 4=+10 「TOKU 3 4]」 で は この セン ト エ ラー の 怒 列 を ヒア リ 議 28 1000 0O (98/55) Bb 平均 律 筐 7 度 2 の 12 乗 根 の 10 乗 。 
*17 ノ 部 品 11 ー16ー4=ー20 ング で 記憶 し 再現 する と いう 方 法 が 用 いら れ て いる が 、 そ 29 (1088) (-12) 15 ノ 8 B 純正 律 長 7 度 
*18 ノ 部 品 11 ノ +2-4=ー2 自体 は 純正 律 の 残骸 と 言え る 。 kW 99 (で 生 9 rk に yy 1 人 2 の 1 2 乗 根 の 1 1 乗 
*19 ノ 基準 C ノ +2 一 4+2=0 上 の 協和 は 失わ れ て いる 筐 な の に 、 ( 別 の 捉え 方 を すれ ば で ーー つら 3 ま 5 王 4 JBN 
*20 ノ 部 品 19 ノ +2+18=+20 音 毎 に 転調 し て いる ) 実際 に 完成 し て みる と 、 こ れ ま で に 細 議 “2 1200 0 2 ノ 1 C 8 度 1 オク ター プ 上 2 の 1 2 乗 根 の 1 2 乗 
*21 ノ 部 品 19 ノ +2 験 し た こと の 無い 「 美 」 を 私 は 感じ る こ と が で きた 。 ま た 、 
*22 ノ 部 品 21 +2 二 1 4=+16 旋律 の 新しい 可能 性 (実は 新しい も の で は 無く 、 本 来 的 音楽 
*※2 3 ノ 部 品 2 1 お よび 伴奏 A ルン +2 の 持つ 力 の 復活 か も ) が 指摘 で き て いる と 思う 。 
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注 1 セン ト 、C 化 エラ ー、 周 波数 比 の ( ) 内 は 近似 値 。 

注 2 ここ に 掲載 し た も の は 代表 的 な 音律 の み 、 ま た 単 一 の 
調 性 に つい て だ け で ある 。 
つま り 同 じ 音 名 で も 、 調 の 数 だ け 実 周波 数 が 存在 する 。 
従っ て 純正 律 指示 を 与え る 場合 は 、 必ず 調 名 の 表記 、 
指示 が 必要 。 

注 3 セン ト 数 、 そ の 他 は ウツ ノミ ア の 再 計算 に よる 。 計算 
式 は 本 文中 で 示し た 
を (セン ト ) =1000xlog (A) log (2~ 
(1 2) の を 
倍 精度 実行 で 採用 。 

注 4** 純正 5 度 ず つっ 上 昇 す る と 1 2 回目 で ピタ ゴラス の 
コン マ = 約 2 3 セン ト の エラ ー を 生じ る が 、 こ れ は 純正 
5 度 の 平均 律 に 対す る エラ ー=1. 9 5 5 の 12 倍 
で ある 。 

注 5 純正 律 と は 時 間 軸 断 面 ( 和 声 的 ) の ハー モニ ー に つい て 
の み 実 行 さ れる の で は な く 、 取 る べき 協和 は その 声 部 の 
前 後 の 音程 に に っ て も 変化 する 。 つ まり ドー ミー ソ と いう 
メロ ディ ー の 中 の ミ は ド に 対し て 協和 を 、 ソ ー ミ ー ド の 
場合 に は ソ に 対す る 協和 と な る こと が 多い 。 
ドー ミー ソー ミー ド の 場合 に は ミ が 2 度 出 て くる が 、1 度 
目 の ミ は ド に 対す る 協和 、5 プ 4=386 セ ント ( 対 C) 
を 取る の に 対し て 、2 度 目 の ミ は ソ (3 プ 2=7 0 2 セン 
ト ) に 対す る 協和 で ある こと か ら ソ に 対す る 5 プ 6=-3 
1 6 セン ト を と る こと か ら 、 同 じ ミ と いう 音 名 で も 7 0 0 
ー316=3 8 4 と な り 2 セ ント 低く な る 。 こ の よう に 純 
正 律 の 場合 、 上 行 と 下降 で 異な る 音程 を と る の が 一 般 的 で 
ある 。 
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m1cCrophoneSs 
C-360S 
M-80RPA 
モ マ Deー ム 


head amp,58 
MHA-2AR 
#1099-5BT 


a/d COnVG エ モエ 
SBM-1A 


てら GCOrd@Gr5 
9 デ D3 ) BZ 
RT-2022AXTL 
RS-1500UEXFT 
ムー8LRA 
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き n ロ Ch エエ On ュ エン 6 エ 
ZETA-THREE 


mtxing conso1e 


Fader reca11 system 
CPE--800/VCA-800 


dsp 
RPS-10A * 
SEー-70A 
R-880 一 V2-b 


p1tch Cont エ oer For 


DXー7FD2 


St@em ご On モエ O1@ エ 


SONY/MUE high responSe 
FOSTEX/MUE F1a モ coi1] ribbon 
MATSUDA o1d ribbon 

MUE Fu11 fF]1ote PS portab1e 
NEVE/MUE a と エエ andG For portab1e 
SONY/MUE SuDeGr b ュ モト mapping 
SONY da portab1e 
PTONEER/MUE 


TECHNTCS/MUE with externa] sync, 
FOSTEX/MUE 1/41inch 8track porta ゎ 1e 
STUDER 2inch 16track 


ADAMS SMTTH 
MATSUSHTTA/MUE 
ROLAND/MUE 


BOSS/MUE ana1og Ctrled pitch sh1F て er 
ROLAND/MUE 
ROLAND/MUE 


rpsー10a and rs--1500uex モ 
YAMAHA モ て @mD ら Gr て meGn 七 9G ら n ら Ga モモ @ 


FS-A1WX with origina1] soFt, PANASONTC/MUE 
512KB MSX smpte r ェ /w and controler ュ ト h so1id disk system 


深 C の 


Ar bepkg 


89 


76 7 
の 


記 到 


『 I リ 
再 | 

1 『 
「 | 
9 邊 
日 昌 ・ の 【 

軒 国 に 届 り 

L ワウ 

b 

ロ 
| と 
「 dd 


月 
了 
| (! 
川 較 放 


h 

7 に 
人 
人 
ネッ ュー 


ー タ Y 


- mloa 


cx 件 +@ 


\ 
! 


Ax 
リン 1 Rsy プ rw 


1 ン 23 Rsy・YWov% 一 テ い 


3t36 mw つ Y ツ 
SAv2Y W mV と 


(エン ベロ ー プ ) この グラ フ は [2 4] ポト ル 破 裂 音 、 [2 6] 山中 背景 音 、[27] スト ー リ 接続 の 

各 ト ラッ ク の エン ベロ ー プ を 同一 紙面 上 に 視覚 化し た も の で ある 。 そ れ ぞ れ の 時 間 軸 
(X 軸 ) は 誤差 0. 2 mm 程度 で 同期 する よう に 描画 し て ある 。 [2 7] [2 4] の 
イベ ント に 関連 性 を 持つ か の よう に [2 .6] の 背景 音 が 位置 し て いる こと に 
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